
⑤ 生活を便利に 安全に

○圏央道周辺の一般道における交通環境が大きく改善
・抜け道に利用されていた道路から大型車が減少
朝夕の交通量の減少により路線バスの定時性が向上・朝夕の交通量の減少により路線バスの定時性が向上

■安全性の向上

大型車が約５割減少し、
安全性が向上 ＜交通状況の変化＞県道西関宿栗橋線（茨城県五霞町）

にしせきやどくりはし

東京方面

開通後東京方面開通前

写真撮影：平成２７年４月２２日（水）１５時台

栃木方面

写真撮影：平成２６年１１月１９日（水）１５時台

栃木方面

久喜白岡JCT～境古河IC
H27年3月開通

■バスの定時性の向上

開通前

バスの遅れ時間が最大６割(16分)
短縮し、定時性が向上

＜路線バスの走行状況＞ 県道結城野田線（茨城県・千葉県境 境大橋）

栃木方面 東京方面

↓ 路線バス

開通前

相模原愛川IC～高尾山IC
H26年6月開通

写真撮影：平成２７年２月４日（水）朝８時台

↓ 路線バス

開通後

海老名JCT～寒川北IC
H27年3月開通

写真撮影：平成２７年６月２３日（火）朝８時台

栃木方面
東京方面
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